
 

コミセンに靴のまま⼊れるようにしてほしい！

⾝体障害者補助⽝について

パラスポーツを積極的に取り⼊れてほしい！
障がいがあるなしに関わらず楽しめるスポーツ

公共施設のバリアフリー化のひとつとして

ご存じですか？ ①�盲導⽝ 

②�介助⽝ 

③�聴導⽝

社会参加に

欠かせない

大切なパートナー

共⽣する教育活動を推進してほしい！
市内⼩中学校にて パラスポーツを学ぶ機会の創出などの

　

★東京都江戸川区ではパラスポーツ事業が盛ん！海老名でも取り入れることが

できる事業は取り入れて！

（回答）インクルーシブ教育（障がいがある⼦もない⼦も共に教育を受けること）
として、⾳楽や絵画なども含めた全体としての社会的包摂性がどう整うかが大切。
次の時代において包摂的な社会を作れる⼦どもたちを育てるために、
パラスポーツ体験を取り⼊れていきたいと考えている。

（回答）令和4年度はレクパラスポーツフェスタを開催したが、令和5年度も
誰でも気軽に楽しめるパラスポーツ体験の場を実施していく。

★障がいがあるなしに関わらず、子どもたちが様々な将来の夢に

向かってチャレンジできる海老名に！

★市民がより使いやすいような工夫や取り組みを！

（回答）現在ほとんどのコミセンにおいては靴を履き替えている。
しかし、大規模改修門沢橋コミセンでは靴のまま⼊れる
ようになっている。今後は、様々な声をききながら⾼齢者や
障がい者のニーズをふまえながら、また、大規模改修を
おこなうときなどには研究していく。

�

ほじょ⽝は「⾝体障害者補助⽝法」に基づき訓練・認定されています。�

ユーザーは衛⽣・⾏動管理に責任を持って社会参加しています。�

受け⼊れる施設側には、法律に基づき、ほじょ⽝の同伴を受け⼊れる義務があります。
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障がいのある⼈のためのスポーツや
障がいの有無に関わらず取り組める
スポーツについて広く表す⾔葉です
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※令和５年３⽉定例会
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たち登志子
障がい者への

取り組みについて
たち登志子の一般質問

２０２３年 春号



〜プロフィール〜
 1973年1⽉17⽇⽣まれ。滋賀県に⽣まれ大阪府で育つ。海⽼名に移り住み２０年超。
 ⾼校⽣の時に南⽶チリに留学。シングルマザーとして⼀男⼀⼥を育てる。
 東海大学大学院⼯学研究科航空宇宙⼯学修了
 趣味：スキー・フィギュアスケート・鉄道・神社仏閣めぐり・古武術
 特技：スペイン語
 所属：海⽼名発⼥性の活動を応援する会（交流会やっています）
 近況報告：アマチュア無線4級の勉強をはじめました。

 ※第１土曜⽇ １７時半から茶話会を開催（時間変更）
  詳細はお問い合わせください（TEL）

連絡先 たち登志⼦ 国分南3-4-15-3 ℡：080-1161-1966 fax：046-219-4580

 

 

 

  【予算総額 774億600万円】 
主な事業 

〇 駐⾞場の舗装整備⼯事 1億2600万円 

〇 ⼦ども医療費助成の対象年齢の拡大（⾼３まで）6500万円 

〇 不登校児童⽣徒の学習支援や⼼のケアの拡充 1400万円 

〇 消防署南分署建て替え 3億6500万円 

〇 スマホ市役所事業 720万円 

〇 中学校給⾷（⼀部実施） 880万円    など        

令和５年第１回定例会

⼈権相談について、海⽼名市では⼈権擁護委員10名体制で⼈権相談に対応しています。�

⼥性の⼈権問題、嫌がらせやハラスメント、ストーカー、ネットでのつきまといなどに関し

ては⼥性の⼈権ホットライン（電話相談）もあります。 �

⼥性だけではなく男性も。⽣きづらさを抱える⽅。困難を抱える⽅。�

悩まれていたら「たち登志⼦」へ気軽にご連絡ください。⼀緒に解決の道を探しましょう！�

不合理・理不尽

令和5年度第2回臨時会

HARASSMENT-FREE 
POLICY

 4⽉20⽇に⾏われました令和5年度第2回臨時会におきまして、たち登志⼦（無会派）は�

補正予算第2号に反対しました。�

 物価⾼騰による負担が著しい低所得世帯に対し、1世帯当たり3万円を目安に給付する「電

⼒・ガス・⾷料品等価格⾼騰緊急⽀援給付⾦（仮称）」を、海⽼名市は市内でのみ使える商品

券という形で配布するという内容であり、地域経済効果という説明はありましたが、国からの

交付⾦以外に⼀般財源から約3000万円を充当し、委託料として3754万円が計上。�

その委託先は市内事業者とは限らず、ガスや電気などの⽀払いには使用できないなどの説明に

対し、現⾦⽀給でもよいのに商品券発⾏にする理由には弱く、プレミアム商品券とは違いサラ

リーマン等世帯の恩恵がない中で⼀般財源を使用することによる不公平感の拡大につながるの

ではないか、印刷費などがかからない現⾦⽀給が妥当ではないかと考え、反対いたしました。�

 物価⾼騰による⽣活⽀援、地域への経済対策は当然、強く⽀持しております。�

国際化事業について�
海⽼名市では、令和5年度、外国籍住⺠の⽅が安⼼して⽣活していくことができる

ように国際化事業が展開されます。�

外国籍住⺠の窓⼝をわかりやすく⼀元的相談窓⼝とし、市⺠相談課に国際担当職員

を配置して相談しやすい体制を整えるとのことです。�

　補正予算（第2号）に反対しました

    非課税世帯等への生活支
援は現金で！


